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近年、慢性便秘に対する様々な新規機序薬が上梓され、治療選択肢は一気に拡

大した。しかし実地臨床では病態診断が困難なことから、手探りで診療している

のが現状である。腸内細菌、炎症、消化管運動、脳腸相関などの病態研究や、新

たな診断法、非薬物療法を含めた新たな治療戦略、疫学や医療経済など多方面か

らのエビデンスが求められている。本ワークショップでは、便秘診療に関わる最

新のエビデンスを広く募集する。 


